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　六月の末の或る日曜日の午後，最近に到着した大英天文協會雑誌を見ると，
何ケ月も以前からの“天秤星座”に記する論議が望ζ績いてるる．そとで，自分
も蝕釣り込まれて，之れに二二ある種々の書物や論文類を讃み直し，あさり
即けた．こうして，暫くは，世の中の雑事を忘れて，いろ々々と室想に耽るこ
とも，天文家の樂しみである．
　そも々k此の天秤星座に關する話題は，大英天：文協會雑誌の本年度の二月號
に質疑漏出として現はれたものである．・初めの質問は，無名氏から稜せられた
もので，“度々聞く所によれば，天秤即ち「はかり」の星座は昔しは蜴座の挾み
であったさうで，例へば，其れは，フラムスチ1ドの作った星圖にも，蛇遣ひ・
や蛇座の挿書の中に表はされてゐます．して見ると，天秤星座といふのは，誰
が何時の時代に獲明したものでせうかア　爾ほ，ついでに，他にも，そんな例
があって，責道の星座が10個とか，11個とかいふ事は無かったのでせうか？”
とhふのであった．之れに甥して，A．　S．　D．　Maunder夫人が答へてるられる
カミ・其の要旨は，下の通りである．EPち：
　ギリシャの昔，詩人Aratosが書V・たPhaenomena（天象詩）の中には星
趣が47個記されてある．（このアラ1ストの天象詩のプリンス氏散文英課は，
本誌“天界”大正15年度め第61號から第67號にわたって掲載してある．）此等の
星座はアラーFスが“或る先佳民族”と構する大昔しの天文家たちによって作
られたもので，多分この民族は欧洲iC於いて北緯37。乃至38。あたり，2P　B地
中海の二二に佳んでみたものらしV・．時代は學歴紀元前およそ2900年前（2800
年乃至3000年）である．この先皇民族は，此等の星座を作る以前に，既に天文
の1とを可なりよく知ってみたらしく，春分や秋分，夏至や冬至は言ふに及ば
ネ，赤道も，黄道も，陰陽暦なども知ってみたらしい．一ク・年が12ケ月（時k
ほ閏月を加へて，13ケ月となるが）であるから，彼等の黄道には12星座が置か
れただらう．華華は，又，春秋の分職や，夏冬の雨至瓢に工塵明るい星があっ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“た．帥ち，春分黒占にはアルデパラン星が，夏至黒占にはVグルス星が，秋分貼に
はアンタ1レス星が，冬至黒占にはフオマルポ1卜星が近かった．此等の4星は皆
一等星で，相互にほ貸90。つつ離れてみたので，四季を表徴する星として貴ま’
れ，Royal　Starsとさへ呼ばれた．今の天秤座星を，アラ1ストは“蜴の爾爪”
と呼んでみるが，之れが例の先住民族の名づけた最初の構呼であらう．ところ
が，太陽が此の“蜴の爪”のあたりに來た頃に書夜が野分したので・途には此
の星座が猫回して“天柞”と呼ばれるやうになったのだらうが，之れは，しか
し，明らかに，“先住民族”の時代でなくて，ほs’紀元前700年の頃である．因
みに，黄道星座が10個や11個であったとは考へられない．云々．
　このモ1ンダ夫王の解設文に封ずるDuncan　MacNaughton氏の批　　Fが同
誌の本年三月號に“蜴の爪と天秤”と題する害書になって現はれた・この意見
に至ると、！Zodiac（黄道，獣帯）といふ言葉を最初に使ったのはギリシャの
Oenipodes（Anaxagorasと同時代で，紀元前500－428年頃，　Chios島に孕
む）で，回れは春分貼から黄道を12等分したものであった．この（第五世紀）以
前には，バビロニヤ人が，暦法研究上，黄道の一部に名づけた名がある．之れ
は例へば，Mashtaba（双子），　Urgula（獅子），　Zibanitum（虫即）爪）等であ
って，大蒜，紀元前2900年頃に用ゐられたが，しかし，此の大昔しに：・バビロ
ニヤ人が黄道を12等分した方式を用みてみたか否かは不明である．モ1ンダ夫
人は，“Libra”（天秤）の名が紀元前700年前の頃に作られただらうと述べてみ
るが，ギリシャ人は天文學をパビ・ニヤとエ／“プトから學んだことは周知の事
實である．しかるに，バビロニヤには“天秤”の記録は全く無い・群れに反し
て，エジ．プトでは天稲・よ早い時代から知酎セてるた誰｛朦がある，Sir　W・Peck
氏によれば，エジプトでは，“春の穂の星”邑Pちスピカ星が夕刻に東から上って
回る頃（春分の頃）に暦の上で新年を迎え，其の次ぎの“天秤”星座は・牧獲を
星や牧支の計算の表徴であったといふ．云々
　ところが，このマクノ1トン氏の古代エジプト謝で吊して・手嚴しV・批判を
したのが，同誌五月號に現はれたHerbert　Chatley氏の“志代工tt“プト天文
學”といふ寄書である．このチャトリ氏の言flによれば・前記マクノ1トン氏の意
見は，近代のエジプト天：文學上の研究と全く一致しないといふのであって・エ
ジプトにはトレミ1王朝以前（紀元前’300年以前）には，黄道十二宮の記録が全
く見當らなV・．例へば，Edfu市にある最古のトレミ1王朝時代の寺院が・紀
元前230年に建築し始められ，同57年に落成した．ところが・此の寺院には可
なり完全な天文學的装飾が施されてあるに拘らす，黄道十二宮は見當らない．
もっと後代の，紀元前後に作られたDenderahやEsnehやErmentの寺院
や，Athribisの墳墓に，初めて十二宮の書が現はれてるる．云々．樹ほ，エジ
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プトの暦法で，一年を365日とする標準暦は，マクノ1トン氏は比較的後代の
tとだとしてみるが，困れは1怪しい．むしろ，エジプトの第五第六王朝時代IC
虻の暦法の記載があり，・又，第6王朝のPepi第二世のピラミド文書中にも明
瞭に5祭日の記鋒がある．多くのエジプト學者は，此の365ケ日の標準暦法を・
むしろ王朝以前と見てみる．
　尚ほ，今後，どんな意見が同誌上に獲表されるか，判らないけれど，しかし，
大刷に於いて，“天秤星座”なるものは，バ・ビン以來，永く“蝸座”の一部の
やうに取り扱はれ，猫立したのは比較的後代であるtとだけは疑ぴないやうで
ある．
　上に書いたエジプトの“トvミ1王朝”といふのは，紀元前323年にアレキ
サンダ大王が死して後に起つたPtolemy第一世（Soter）以後，クレオパトラ
女王（前30年死）に至るまで，前後293ケ年間を言ふのであるが，此の間に15代目
王が交代してみる．天：文史上には，ギリシャ天文學の完成者としてClaudius
Ptolemyといふ大幸者があるが，之れとエジプト王とは別人である．伺ほ・
このトレミ1王朝の人物中，多少でも天’文に二連するのは，トVミ1第三世
（Euergetes，紀元前246－221年治世），の王妃Bereniceであらう・今も伺ほ吾
々が用みてみる星座の中にComa　Berenices（ペレ’＝スの髪）といふのがある
が，泊れは王妃ペレニスがトレ’ミ1王のシリや遠征の戦勝を紳かけて所って，
ZephyriumのArsino6　Aphrodite聯に二軸念として捧げた髪であると傳へら
れ，示語中から此の髪が盗まれたので，サモス島の天文二者C・n・nが，天室
を指して，星座中に此の“髪”を見出したといふことになってみる．
　黄道に12ケ月の星座が列ぶやうになった以前に，只の6ケの星座がバロビン
によって認められてみたことが一般に信ぜられてるる．其れは，“牛”と“蟹”と
（｛ｳ女’tと“蜴”と“山羊”と“魚”とであったといふ．
　　　　　　　　　　　欧州載量申の天・女學
　四丁のため，書物や研究報告書は來ないし，諸所の學會も休日の状態である・
只，今日，観測をし得る微妙な地位にあるのは（日本やアメ．リカのほかは）・ベ
ルギ1と，ロシヤと，・fS，リヤのみとV・ふ有様に，初めの間は見えた．しかる
に，1戦雫も四郷たって，激しい職闘が國内に展開しない様子に多少安心したも
のか？ドイツあたりでも，やはり可なり良い観測や研究をやってみるし，諸報
告や，書物なども出してhる．英佛あたりも亦此の黒占に於いて負けてみない．
不思議と言へば，不思議な職孚である．
